
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



            〔服装についての詳細規定〕  

草津市立志津小学校標準服検討委員会  規定  

                       

【標準服・通学帽】  

〇性別にかかわらず、ズボンとスカートのどちらをはいてもよい。また、通学帽もキャップ

とハットのどちらを被ってもよい。  

【上着】  

○登下校や校舎外での活動時は、気温や体調に応じて、ジャンパーなどの上着を着てもよい。 

 ☆あまり派手なものにならないように気をつける。  

○校舎内・教室ではジャンパー類を脱いで、標準服で活動する。名札をつける。  

〇長休みや昼休みに、ジャンパーなどの上着を校舎外の活動で着用してもよい。  

○シャツの上に紺・黒のベストを着てもよい。  

○標準服の下にも紺・黒のＶセーターなどを着てもよい（原則、一番上に紺の上着を着る）。 

 ☆ブレザーを着用しない時期にはシャツとベストでの通学も可。  

 ☆フード付き服の場合、フードを標準服の外に出さないようにする。  

 ☆標準服の下から、タートルネックやアンダーウエアなどが出ないように注意する。  

 

【ズボン・スカート】  

○気温や体調に応じて、長ズボンを着用してもよい。  

 ☆黒や紺色など、落ち着いた色のズボンを着用するようにする。  

 ☆柄の多くついたズボンや、派手な模様のあるズボンは学校にははいてこない。  

 ☆ジャージ系のズボンをはいてきてもよい。  

 

 

【マフラー・ネックウォーマー】  

○気温や体調に応じて、登下校時にマフラーを着用してもよい。  

 ☆危険防止のため、マフラーのすそは上着の中に入れる。  

 ☆学校での活動時は、マフラーは着用しない。  

 ☆ネックウォーマーは、マフラーと同じ扱いとする。  

 

【手袋】  

○気温や体調に応じて、手袋を着用してもよい。  

 ☆登下校時や校舎外での活動（休み時間含む）のみとし、   

教室では使用しない。  

 ☆手袋を丸めて投げたり、遊んだり、  

ポケットに手を入れて歩いたりしない。  

 

【耳あて・カイロ】  

○周囲の音が聞こえにくいなどの危険防止のため、着用しない。  

☆カイロは可。ただしポケット等に入れておく。  

 

 

【体操服】  

〇体操服の下に肌着を着てもよい。（汗をかいたときは着替えてもよい。）  

○城リンピック練習期間中は、洗い替えのために白のＴシャツ（ワンポイント可）を着用  

 してもよい。  

○冬季は、気温や体調に応じて、長袖・長ズボンの体操着（ジャージやトレーナー等、運動  

にふさわしく華美にならないもの。フリース布地など汗を吸わない布地のものは避ける。）

を上から着用してもよい（体育学習時に標準服の上着は着用しない）。  

 →長袖長ズボンの体操服（学校指定の物）を購入することができる。  

 ☆体温調節のため、温かくなったら長袖を脱げるように、下には半袖の体操服を着用する。 



  また、タイツやスパッツ等は脱いで体操ズボンをはき、寒い場合は上から長ズボンを着

用する。  

 ☆危険防止のため、フードや紐が付いていない服を着用する。  

 ☆見学する場合、ジャンパーや手袋などの防寒着を着用してもよい。  

 

【水着】  

〇水着の色は男女ともに紺色とする。  

 男子：ボックス型を基本とする。  

 女子：基本型、セパレート型、スパッツ型、スカート型  どれでも可  

    ※スイミングスクール等の水着は望ましくない。  

〇水泳帽は白色を着用する。  

〇ゴーグルは水泳カードにて保護者の確認を得て、使用を許可する。  

〇ラッシュガード等については身体上の理由で申し出があれば認める。  

 ☆フード付きのラッシュガードは禁止とする。  

 ☆ラッシュガードの色は黒色、紺色、白色とする。  

〇記名について  

 ☆各水着、またはラッシュガードに１０ｃｍ×５ｃｍ程度の白い布でゼッケンを作成し、

縫い付ける。  

 ☆水泳帽子にはマジックで大きく太く、記名を行う。  

     〈男子〉       〈女子〉     〈ラッシュガード〉     〈帽子〉  

子〉  

 うしろ  うしろ  
まえ  

志津太郎  

志 

津 

花 

子 

うしろ  


